
 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月２８日（月）に光陵中学校図書室において、伊達西小委員６名、光陵中委員５名、オブザ

ーバーとしてスクールソーシャルワーカー１名、事務局２名参加の下、今年度２回目の学校運営協

議会合同委員会を開催しました。光陵中学校運営協議会本多会長の挨拶に始まり、授業参観を通し

てのご感想やご意見を交流した後、小６・中３児童生徒を対象に実施した全国学力学習状況調査の

結果と考察及び方策、学校評価やいじめの実態、学校の教育活動等について両校教頭から報告があ

りました。主な感想・意見は、次の通りです。 

 

 １．授業の様子について 

・自分が PTA 役員をしていたころと比べて、子どもたちが生き生きと取り組んでおり、教師と児

童が一体となって学習を進めているという印象だった。 

・机と椅子のサイズが大きくなったため、教室がとても狭く感じる。非常時に速やかな移動ができ

るか、少し心配である。 

・タブレット操作が難なくできている様子に驚いた。タイピングが苦手な児童・生徒はいないのか？ 

 →タイピング練習アプリの活用のほか、低学年では手書き入力や音声入力も併用して使っている。 

・支援学級に複数の教員がいたが？→支援員や介護員、交流学級では交流学級担任の他に支援学級

担任が見守りサポートし、支援の体制を整えている。 

・掲示物のデザインが昔と変わったと感じた。 

・支援学級の生徒が、集中して作業学習に取り組んでいることに感心した。 

・バレーボールの授業で、ルールを自分たちで工夫するなど、今の体育を知ることができた。 

・中学校の学習内容が難しくなっていると感じた。考えさせる学習により、思考力を高める教育に

変わってきていると感じた。 

 

２．各校の報告を受けて 

  ・自転車事故が増えており、道路交通法も改正となった。自転車と歩行者の事故では、保護者の責任

が問われる。子どもたちに自転車のマナーを今一度学校で指導してほしい。 

  ・いじめ対策委員会の構成は？→通常は学校内部のメンバーだが、重大事態事案では、外部の方にも

入っていただく。 

 

３．その他 

  ・伊達電設協会の地域貢献事業として、学校から警察署にかけて 3 基の防犯灯(LED)が設置された

ことを報告。 

・令和 7 年度、光陵中学校の学級減による教員定数減と、それに伴う部活動運営の課題について、

教育委員会等と協議を進めていることを報告。 

  

 ※次回の学校運営協議会は、３月上旬に開催する予定です。 

  「今年度の学校評価結果について」と「次年度の学校経営方針の方向性について」 

  協議する予定です。 
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